「やめる」と言える自分をつくる : 「矯正教育プログラム(薬物非行)」の質的分析(2) by 南 保輔
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コミュニケーション紀要















































































































（Ser igaya  Methamphetamine  Re l apse
Prevention Program）』を元に作成されたものだ
（『SMARPP』の一般に入手可能なバージョンと



























































































































































































































































































































































































































































プログラム終了１か月後 10 月 ３
出院前 ３月中旬 59
表３　自己評定にもとづく４期区分
１期 「やめられた」から「やりたい」へ 入院からプログラム開始 ４月から６月下旬
２期 「やめなあかん」し「やめられるかも」 プログラム期間中 ６月下旬から９月下旬
３期 「やめたい」けど「やめられへん」かも プログラム終了直後 10 月
４期 「今日一日」「やめる」 出院にかけて 11 月から翌年３月
40


































48）． ダ ル ク は 2015 年 に 創 設 30 周 年 を 迎 え，




























う気持ちで：.hh じゃあ少年院には - なりま
した＝あ：少年院でよかった＝今帰ってたら
またやってしまってたやろなって（0.2）（こ
うち）少年院かえ - 行って .hh：絶対やめる
んやもっかい笑えるようになるんやっ（0.2）
「やめる」と言える自分をつくる 41


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 　ステージ１　緊張期（０− 14 日）
 　ステージ２　ハネムーン期（15 − 90 日）
 　ステージ３　「壁」期（91 − 180 日）
 　ステージ４　適応期（181 − 270 日）















































































































































追 跡 調 査 に 基 づ い て 明 ら か に し て い る
（MacLeod2004=2007）．
10）　セルフモニタリングには「多くの利益がある」
と Raylu&Oei は Barlow1991 を引用して述べ
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In a research interview, Girl B was asked to make a graphical representation of her change in








mother, which eventually failed. In preparation for leaving the school for the second time, Girl B
startedthinkingofquittingdrugsforthesakeofherself.Shealsothoughtofquitting“justfortoday”
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